あーたん・ばーたん

作　まつむら　としや

江東区立第二砂町中学校オリジナル作品

２００９年（平成２１年）

キャスト

柳あずさ・・・中学三年生　　　　　　　　　　　

新田さおり・・・中学三年生

氷室秋子・・・中学三年生？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

馬場さき・・・中学三年生？

設楽いさ子・・・中学教師（理科）・あずさの担任

幽霊・・・中学生のいでたちの幽霊

音楽

幕が上がる。

舞台上暗い。

　

終業のチャイム。

溶明。

　あずさ、上手から登場。鞄を持って帰宅の様子。

あずさ「あー、おわった。おわった。さー遊ぶぞ」

　いさ子、これを追って上手から登場。

いさ子「待ちなさい、柳！」

あずさ「あ」

いさ子「あんただけだよ、進路のこと何一つ決めてないの！」

あずさ「だって、本当にノープランなんだからしょーがないじゃん」

いさ子「しょーがなくない！進路希望調査は白紙で出すし、面談の日取りは決まらないし！」

あずさ「んー、あーたん、いつ体空くか分かんないシィ」

いさ子「あーたん？」

あずさ「いけね、うちのおかあちゃんのこと」

いさ子「あんた、あーたんって呼んでるの？」

あずさ「えへへ、ちっちゃい頃かーさんって呼べなくてそう呼んでたんだけど、そのまま言わされてんの。なんか、気に入ってるらし

照明（調整卓用※印）・音響　
Ｍ１開始

ＳＥ１（チャイム・ガヤ）・Ｃ・Ｉ→Ｆ・Ｏ
※上手明るくなる。

Ｍ１　Ｆ・Ｏ（あずさの登場で）　

くて」

いさ子「あーたんねぇ。あんたのおかーちゃん、何やってるんだっけ」

あずさ「ちょっと前にお弁当屋始めて、今超いそがしいの。時間作れるかどうかわかんないよ。はっきしいって、あたし、ほったらかし」

いさ子「困ったねぇ」

あずさ「ねぇ、まだ行っちゃだめ？」

いさ子「しょうがないなぁ。その代わり休み中に必ず二者面談やっからね。それまでちゃんと考えとくんだよ」

あずさ「（気のない感じで）はーい。さよならー（歩き出す）」

上手照明消える。下手（教室）明るくなる。

あずさ、そのまま中に入り、見回す。さおりを見つけ、

あずさ「お、いた。おーい、さぁおぉりぃぃぃ！」

さおり「おー、まちかねたぞ、さぁ、おわりじゃ、おわりじゃ」

あずさ「おわりじゃ、おわりじゃ」

さおり「遊ぶぞ遊ぶぞ」

あずさ「遊ぶぞ遊ぶぞ」

さおり「三年の夏休みだからって」

あずさ「関係ない、関係ない」

あずさ「周りのやつがみんな夏季講習いっても」

※下手側照明　Ｃ・Ｉ。（きっかけ・あずさが中央を越えて下手へ移動して。）同時に上手Ｃ・Ｏ

さおり「関係ない、関係ない」

さおり「（真顔になって）それで高校いけるか？」

あずさ「わかんなーい」

さおり「こらこら」

あずさ「でも明日は遊ぶの、ねぇ、どっか行こうよ」

さおり「あ、わりぃ。明日は無理」

あずさ「えー？なんでぇ？」

さおり「スガモ行かなきゃ」

あずさ「スナモなんかいつでも行けるじゃん」

さおり「す・が・も！」

あずさ「す・が・も？巣鴨へ何しに行くの？」

さおり「とげ抜き地蔵と庚申堂お参りしてから古奈屋でカレーうどん食べんの！」

あずさ「なんかすげぇシブくね？さおり一人で？」

さおり「ジョーダン、おばあちゃんのつきそいだよ」

あずさ「ああ、あの元気なばあちゃんの」

さおり「毎月、一度は巣鴨に行くんだけどさ、あたしを連れて行きたがんだよ。かんべんしてほしいんだけど」

あずさ「はぁ、おばあちゃん孝行かい」

さおり「まぁ、しょうがないわさ。つーわけで、明日は勘弁ね」

あずさ「じゃぁ、あさっては付き合ってよ」

さおり「わかった、わかった。どこ行く？」

あずさ「じゃぁ・・・、巣鴨！」

さおり「ちょっと、かんべんして」

あずさ「ははは、まぁ、帰りながら相談すべぇよ」

さおり「んだ。そうすべぇ」

　二人並んで談笑しながら退場。

暗転。

音楽。すぐ青い光が舞台を染め、夜の雰囲気。

遠くで犬の遠吠えが聞こえる。

　上手からあずさが走って登場。息を切らしている。

　ややあって、さおりが後を追って上手から忍び足で登場。あずさに忍び寄って、

さおり「（あずさの両肩に手を乗せて）わあっ」

あずさ「（おどろいて）ぎゃぁぁぁぁ！」

　振り返るあずさ。ひひひひと笑っているさおり。

あずさ「さおりかよ。やめろよな、あたしそういうのだめなんだから」

※全照明　Ｆ・Ｏ

Ｍ２　Ｆ・Ｉ　

※中央　Ｆ・Ｉ（きっかけ・Ｍ２スタートで）

ＳＥ２（遠吠え）（ＢＧＭから数秒で〈ＢＧＭにミキシング〉）
Ｍ２　Ｆ・Ｏ（３０秒ほどして）
さおり「ははは、ほんと、だめみたいだね。で、どうしたの、こんな時間に」

あずさ「夏休みの生活記録持って帰るの忘れちゃってさ、あわてて取りに来たんだけど」

さおり「げ、あたしと同じやんけ」

あずさ「はぁ、あんたもか。そういうとこはあたしたちほんと似たもの同士だよな」

　二人同時に斜め上を見上げ（以下無対象で）

あずさ「でも、こんな時間になっちゃったからね。はいれっかな、学校」

さおり「九時半をとっくにまわっちゃってるしな。警備の人帰っちゃってるよ」

あずさ「あ～あ、無駄骨かよ」

　二人同時に目をやや下方の一転に落とし

あずさ「これって暗証番号とか入れるやつ」

さおり「うん、でも、無理だよ、そんなの」

あずさ「だよねー。（といいながら手を伸ばし）１、０、２、７…と」

さおり「ちょっと、何の番号だよそれ」

あずさ「んー？あたしの誕生日」

　いいながら、あずさ解錠ボタンをおす。

あずさ「ピッ」

さおり「馬鹿、開くわけが…」

　ガチャッという音。

あずさ・さおり「開いた！」

あずさ「（パニック）えー、うそっ、何で、何で開いちゃうわけ？」

さおり「誕生日がパスワード。何者だお前は」

あずさ「えー、うそ、えー、やだ、なに、えー、…」

さおり「（あずさの頭をはたいて）うるさい。で、どうするよ」

　考え込むように見つめ合う二人。

　

あずさ・さおり「…………（力強く）入ろう！」

　扉を開けるあずさ。ギィという音がして戸が開く。校舎内へ足を踏み入れる二人。暗転。

　明かりつく。さおりの教室内。二人がいる。さおり、忘れ物を探している。

さおり「あったあった」

ＳＥ３（あずさが入力して）
※ＳＥに合わせてストロボのような光が明滅する。

ＳＥ４（無対象演技の動きにあわせて）
※全照明　Ｆ・Ｏ

※下手　Ｆ・Ｉ

あずさ「これでミッションコンプリートっと」

さおり「長居は無用だ。さあ、帰ろ、帰ろ」

あずさ「うん、やっぱ、夜の学校は気味わりぃや」

さおり「なんか、わたしさぁ、さっきから寒気がして」

あずさ「…やだ…。あんたも？あたしもさっきから…」

　顔を見合わせる二人。足早に教室を後に（あずさ、電気を消す仕草）。

あずさ・さおり「それ、下校、下校」

階段の前で立ち止まり

さおり「な、なんか、ひんやりすんだけど…」

あずさ「（両手で両腕をこすりながら）うー。寒気するっ」

さおり「早く降りよう」

あずさ「うんっ」

小走りに階段に駆け寄ると、突如階段の死角から青白い女の顔が飛び出す。

あずさ・さおり「うぎゃーああああああああああ」

二人、しりもちをつく。

※あずさの仕草に合わせて教室部分暗く。

※上手　Ｆ・Ｉ（暗め）　階段の部分青白く。

ピン１（青）いさ子をピンポイントで抜く。

青白い女「なにやってんの、あんたたちはっ」

　倒れた二人、女をよく見ると

あずさ・さおり「い、いさ子さん！」

いさ子「さんじゃない！せ・ん・せ・いじゃ！」

　二人、倒れたまま、少しほっとして

あずさ「おどかしちゃやだよ、せんせぇ！」

さおり「待った、あずさ、ほら、まだ寒気が！きっと、もっと恐ろしい悪霊が！」

いさ子「『もっと』てのは、誰と比較してるんだ？おい。なーにが寒気だ。わたしが三階の理科室でクーラーギンギンにしてっから、その冷気が降りてきてるだけだよ！」

あずさ・さおり「えー？！」

いさ子「なんか、がっかりしてないか？あんた達」

あずさ、さおり「え？ええ？」

いさ子「さぁ、このおふざけの訳をねちねち聞かせてもらおうか。ひひひ」

　あずさ・さおり、顔をひきつらせて

ピン１　ここでＯＦＦ

※階段手前（上手手前）明るく。

あずさ・さおり「（二人、ムンクの叫びのように）ええええー？！」

　

暗転。

　照明すぐ復帰する。

　教室内で事情聴取の体（てい）の三人。

いさ子「ふーん。大体の事情はわかりました」

あずさ「おわかりいただけましたか」

いさ子「ただ、一つだけ解（げ）せないんだけど」

あずさ・さおり「は？」

いさ子「（やや間）玄関の暗証番号、あんたの誕生日なんかじゃないのよ」

あずさ・さおり「（やや間）え？」

いさ子「なんで開いちゃったんだろう？」

あずさ・さおり「（少し怖くなって互いに寄り添いつつ）な、なんで開いたんでしょう？」

沈黙

いさ子「（いきなり）わーっ」

あずさ・さおり「（さらに抱きつきあって）ぎゃーっ」

いさ子「あはははは（大笑い）。そんなノミの心臓でよく夜の校舎に入って来られたねぇ。まぁ、いいや。時間も時間だし、早く帰りな

全照明　Ｆ・Ｏ

※下手　Ｆ・Ｉ（きっかけ・上手の三人が教室内に移動して）

さい。二人とも忘れ物は見つかったんだろ？」

あずさ「（ビビリながら）はい」

さおり「帰りますぅ」

　二人、教室を出ながら

あずさ「先生、階段んとこまで、付いてきてよ」

いさ子「いいよ」

　三人、階段の前までやってくる。

いさ子「じゃあ、気をつけてね」

あずさ「はい、さようなら」

さおり「さようなら」

　二人、不安げに階段を一階へと下りていく。いさ子その場で見守る。

　ところが、すぐに三階から下りてくる二人。

　いさ子、仰天して

いさ子「は？！」

　二人も事態を理解して、

※下手　Ｃ・Ｏ　上手　Ｃ・Ｉ（移動に合わせて）

※階段青白い

※階段周辺以外の光量、落とし気味に。（きっかけ・階段周辺到着で）

あずさ・さおり「え？！」

いさ子、階段に駆け寄り、

いさ子「（階下、階上を交互に見やりつつ）何？今の！」

あずさ「せんせー…」

さおり「何？どうなってんの？」

いさ子「よし、今度は私も一緒に下りよう。二人とも私にくっついてなよ」

あずさ・さおり「は、はい」

　いさ子、さすがに慎重な足取りで階段を下りていく。不安そうに後に付き従う二人。

　しかし、さっきと同様に、三人は、上から戻ってくる。

あずさ「いやーっ」

さおり「まただぁ」

いさ子「何よ、これは。」

　いさ子、再び階段をしげしげと見つめ

いさ子「普通に階段を下りている感じしかしなかったのに…」

　いさ子少し考え込んで、意を決したように

いさ子「今度は私が下りてみるから、そこで見てて。いい？」

あずさ・さおり「（泣きそうな声で）はい」

いさ子「行くよ」

　一人で階段を下りていくいさ子。やはりすぐ上から下りてくる。しかも、今度はいさ子の後をついて制服姿の女の子が一緒に下りてくる。それに気づき、凍り付くあずさとさおり。

あずさ「ぎゃー」

さおり「きゃー！せんせー！後ろ！」

いさ子「え？」

　あわてて後ろを振り向くいさ子。女の子（秋子）と目が合う。

　ニッと笑う女の子。凍り付くいさ子。と、あずさ、さおり。

あずさ「おば、おば、おば」

さおり「け・け・け」

　動けないいさ子。腰が抜けて尻餅をつくあずさとさおり。

秋子「あー、やっと、三階から脱出できた」

Ｍ３秋子が見えたらスタート。
ピン１（青）　ＯＮ。秋子をフォロー

Ｍ３Ｆ・Ｏ（尻餅で）

ピン１　ＯＦＦ　

　一瞬の間の後、いさ子ハッとして、女の子の顔をジーと見つめ

いさ子「あ、あんた、生身の人間？」

秋子「え？いやぁだ。幽霊とか思っちゃったりしたの？ちがいますぅ！」

いさ子「ふあぁ（その場にへたりこんで）」

　

秋子「ねぇ、そこの二人も、大丈夫？あのぉ、わたし全然おばけじゃないよぉ。（体をパンパンたたいて）ほら、中身詰まってますよー」

あずさ「は、は」

さおり「ひ、ひ（顔を見合わせる二人）」

二人「（ため息をつく）ふうー」

秋子「わたし、忘れ物取りに来たんだけど、なぜか三階から出られなくなって、さまよってたの」

二人「へー」

秋子「そしたら（指さして）あの先生の姿が見えたので、後をくっついていったら、二階に降りられたって訳なのよ」

二人「ほー」

いさ子「間の抜けた会話。（秋子を向いて）で、あなたは何年の誰ちゃん？」

秋子「三年Ｅ組の氷室でーす」

　再び、いさ子と二人の顔色が変わり

※上手の光量、復帰。（きっかけ・いさ子のへたりこみで）

あずさ「Ｅ組？」

さおり「氷室？」

いさ子「そんな子、うちには…」

　秋子、おかまいなしに

秋子「あなた達は、どなた？」

あずさ「さ、三年二組、柳あずさ…」

さおり「三年五組、新田さおり…」

秋子「えー？何それ。二組とか五組とか。あなたたちみたいな三年生知らないよ」

あずさ・さおり「わたしもあんた知らない」※あずさは「あたし」

　困惑する三人

いさ子「待った」

ビクンとしていさ子を見る三人。

いさ子「この学校、かつてクラスはナンバー制じゃなくてアルファベットを使ってた…」

あずさ「あ、先生、ここの卒業生だっけ」

いさ子「うん、元三年Ｅ組、設楽いさ子」

さおり「今だに、設楽いさ子」

いさ子「うるさい！」

秋子「えー？設楽いさ子って、うちのクラスにもいるよ」

いさ子・あずさ・さおり「え？」

　いさ子、秋子に歩み寄り、肩をぎゅっとつかんでまじまじと顔をみつめる。

いさ子「あ！あ、秋子だ！氷室秋子だ！うわーっ」

秋子「え？」

あずさ「氷室あ・き・こ？ひむろあきこって、どっかで聞いたような」

　なやむあずさ。

さおり「あ、あんたのお母ちゃんも、たしか…秋子」

あずさ「（あっとなって）あーっ、あーたんの旧姓って氷室だっ」

ふたり「えーっ」（走り回る）

いさ子「（神妙に）変なこと聞くけど答えてね。今、何年？」

秋子「はぁ？昭和五〇年だよね」

いさ子「だよねー」

いさ子走り回る。走りながらあずさとさおりをとっつかまえて、舞

台下手にひっぱる。

いさ子「（秋子に）ちょっと待っててねー」

秋子「（きょとんとして）ん？うん」

　扉を閉め、教室に入り、いさ子、二人の顔を自分に引き寄せて

いさ子「大変なことになってる」

二人「は、はい？」

いさ子「あれは、紛れもなく氷室秋子だ。三〇年前の」

二人「三十年前！」

いさ子「そう。私の同級生の」

あずさ「えー、先生の同級生？」

さおり「怖いよ、どーなってるの？」

いさ子「なんでかはわからないけど、時間が、過去の時間が現在とダブっているみたいだ」

さおり「なにそれ」

いさ子「二つの時間が一つに重なってしまってるんだよ」

あずさ「ねぇ、先生、あれ、あーたんだよ、あたしのおかあちゃん！」

いさ子「えー？あんたの母ちゃんて…」

あずさ「あーたんの旧姓氷室だよ。氷室秋子」

いさ子「（仰天して）えーっ。あんたって、氷室秋子の娘だったの？うそ、信じらんない！」

ＳＥ５バタン

※同時に下手　Ｃ・Ｉ

あずさ「どーなってるの？」

秋子「（教室に向かって）ねー、何を話しているの？わたしさびしいよー」

いさ子「（入口から顔を出すそぶり）あーごめんなさい、今行くわ（再び扉をピシャン）」

いさ子「(二人に)いい、一つだけ大事なことをいっておきます。時間の混乱のことは秋子にも言わなきゃなんないだろうけど…」

さおり「うん」

いさ子「あなたたち、とくに柳が彼女の娘であることは、絶対気づかれちゃだめだよ」

あずさ「どうして？」

いさ子「下手に歴史をいじると、今の私達にどんな影響がでるかもしれない。考えてもみなさい。彼女があなたを娘だと知って、こんな娘いやだって一生結婚しなかったら」

あずさ「しなかったら」

いさ子「あなた、この世に生まれてこなくなっちゃう。とたんにフって消えちゃうかもよ」

あずさ「えー、そんなのだめだよ！」

さおり「わはは、（楽しそうに）メーワクな話」

あずさ「この薄情もん！」

いさ子「人ごとじゃない、あんたの身にも何が起こるかわかんないよ」

ＳＥ６５に同じ。

いさ子「いいね。くれぐれも気をつけてよ」

二人「（頷いて）はい」

いさ子、あずさ、さおり、教室を出て、秋子のそばへ寄る。

いさ子「ごめんなさい、（わざとらしく）えーと、秋子ちゃんだったよね」

秋子「はい、そうでーす」

いさ子「あのね、落ち着いて聞いてね。私たちはあなたから見ると、未来の人間なの」

秋子「え？」

いさ子「私たちは、平成…つってもわかんないか。二００九年の人間なの」

秋子「…（一瞬停止して）またぁ、わけのわかんないこといっちゃったりしちゃったりなんかしてぇ」

いさ子「な、なつかしい。ひ、広川太一郎だね」

あずさ・さおり「誰それ」

秋子「（三人の顔をきょろきょろと見詰め）ひょっとして、ホントに？」

いさ子・あずさ・さおり「ホント」

　考える人のように考え込む秋子。間。

さおり「う、動かなくなっちゃったよ」

※左半分　Ｆ・Ｏ

あずさ「ちょっと、あーたん！あーたんてば！あ、（気が付いて口を押さえる）」

秋子「（即反応して）あーたん？」

いさ子「あ、ばか」

　秋子、あずさに詰め寄り

秋子「あーたん？」

あずさ「（あわてて）あ、あ。あー、秋子だから！そう、秋子の『あ』であーたん！」

いさ子「う、聞いてるだけで汗が…」

秋子「（すこし考え込んで）うーん、カータンみたいでかわいいね。いいかもしれない」

あずさ「（いさ子に）誰？カータンて誰？」

いさ子「えーと、ガチャピンの先祖みたいなやつで、ケロヨンの後輩」

さおり「ケロヨンて何？」

秋子・いさ子「（片手を閉じたり開いたりして）バ・ハ・ハーイ」

あずさ・さおり「（同様に）ば・は・はあい…。て、『ケロヨン』なのかー」

いさ子「頭痛い」

秋子「ははは、じゃ、あーたんでいいや。わたしはなんて呼べばいい？」

あずさ「あ、名前でいいよ。あずさとさおりと怖いいさ子さん」

いさ子「先生だって！怖くないし！」

秋子「了解。（間）なんか…、本当みたいだね。あんたたちの話。じゃあ、みんな未来の人なんだ」

いさ子「信じらんないだろうけどね。力を合わせてなんとかしよう」

秋子「うん。よろしく。え、とあずちゃんにさおちゃん。あと、怖くないいさ子さん」

いさ子「先生。怖くないもいらない！」

秋子「あれ、やっぱり」

いさ子「え？」

秋子「あのね、いさ子さんて、やっぱりうちの組のいさ子ちゃんによく似てるの。雰囲気とか、しゃべり方とか…」

いさ子「（あせって）あ、そう？ははは、まぁ、じ、自分にそっくりな人は世界に三人いるっていうしぃ。」

秋子、そばによって、まじまじといさ子を見る。いさ子、顔を背けるわけにもいかず、変顔で対抗。ふと、秋子の視線が階段にずれる。そこには青白い顔のさき。四人に気付いて近寄ってくる。

秋子「あ、誰？」

いさ子「（ぎょっとして）え？また？」

あずさ・さおり「え？（二人手をとって）今度こそ本物ぉー？」

ピン１（青）ＯＮ　さきを抜く。※階段以外照明光量落ちる。

ＳＥ７　怪奇音ブリッジ　さきの顔に照明当たって
Ｍ３（秋子登場時と同じ曲）さきが見えたらスタート

　さきを凝視する一同。

　おずおずと間を詰めてくるさき。

あずさ・さおり「わー！来ないでぇ！（しりもち）」

　間。さきの顔、だんだん情けない表情になり、

さき「あのぉー、私、帰れなくなってぇ（べそ）」

　暗転。ほどなく溶明。四人がさきを取り囲んでいる。

いさ子「どうやらお仲間が一人増えたようだね」

秋子「あなたはどなた？」

いさ子「見習ってもらいたい言葉遣いだね」

あずさ・さおり「無理」

さき「あ、あのぉ、わたし、三年Ｅ組のぉ、馬場さきです」

さおり「え？（固まる）」

あずさ「また、三年Ｅ組だ」

いさ子「（秋子に）知ってる？」

秋子「ううん。知らない子だよ」

いさ子「だよね（といいかけて口を押さえる）。」

秋子「また、別の時間から来た子かな」

さき「あの？あなたたちは…」

· ピン１以外の照明　Ｆ・Ｏ

Ｍ３Ｃ・Ｏ

ピン１　ＯＦＦ　

※照明復帰・セッティング承前　Ｆ・Ｉ（きっかけ・役者配置について。）

　さおり、あずさを引っ張る。

あずさ「なに？」

さおり「おばあちゃん。」

あずさ「は？」

さおり「あれ、おばあちゃん」

あずさ「…え？（驚く）ええー！？巣鴨の！？」

さおり「（頷いて）馬場さきって名で、ここの卒業。多分間違いなく」

あずさ「馬場さん、変なこと聞くけど答えてね。今、何年？」

さき「え？あのだから三年生…」

あずさ「あ、そうじゃなくて、西暦何年？」

さき「え？西暦？ええと、今昭和二十三年だから、え、と」

いさ子「一九四八年」

さき「あ、どうもぉ」

さおり「まちがいねぇ、ばーちゃんだ！」

さき「ばーちゃん？わたし、ばーちゃんになっちゃったの？（あわてて顔をさわる）」

さおり「あ、いやー、ばー、ばー、ばーたんって言ったの！あ、あ、そう！馬場さんだからばーたん！で、この人があーたんよ！」

秋子「（振られて）あ、どうも。あーたんです。よろしくぅ！」

さき「あ、どうも、ごていねいに。ばーたんです（首をひねりながら）」

　あずさ、いさ子、大きく汗をぬぐうジェスチャー。

あずさのナレーション（録音）「こうして、不思議な人間関係は頂点に達しました。ばーたんに事情を理解してもらうには、あーたんの時の倍の労力が必要でしたが、何とか正気のまま、納得してくれたようです」

　ナレーションのバックで必死の説明を繰り広げる一同。

さき「えーと、秋子さんは三十年ほど未来の人で、そのまた三十年以上未来の人があなた方、ですねぇ？」

いさ子「わかった？」

さき「はぁ。わかったような…気がします。確かに今日の学校、不思議なことだらけでしたから」

いさ子「夜、忘れ物を取りに来たってとこが共通点なんだよね。これを糸口に何かつかめないかな…、」

いさ子「ま、じたばたしてもしょうがない。とりあえず落ち着こう」

あずさ「そうだね。リラックス、リラックス」

暗転。

Ｎ１　ＭＤ使用
※全照明Ｃ・Ｏ

Ｍ４　Ｃ・Ｉ

下手の教室撤去。椅子等必要な分中央へ。

溶明。

舞台中央手前で、それぞれにいすに座ったり机に腰掛けたり。

　さき、あずさたちのほうをしげしげとながめながら

さき「（あずさたちに）あのぉ、あなたがたの時代の中学生は、みんなそんななりをしているの？」

さおり「なり？」

いさ子「『みなり』の『なり』。かっこのことだよ」

さおり「あ、ああ、だいたいこんなんだけど、なんで？」

さき「え？あ、あのぉ、スカートが短いし、あの、なんとなく…」

あずさ「なんとなく何？」

さき「（ぼそぼそとなにを言っているかよくわからない）」

あずさ「え？」

さき「（小声で）いやらしくって」

秋子「（あずさたちに向き直って）エッチだって」

さおり「（同じく）エロいって」

いさ子「いちいち訳すなよ」

あずさ「えー？そうなの？（自分の姿を見回して）そうかなぁ」

Ｍ４　Ｆ・Ｏ

※照明全体を明るく　Ｆ・Ｉ（きっかけ・Ｍ４　Ｆ・Ｏで）

いさ子「あんたたちのスカートは標準よりだいぶ短いけどね」

さき「じゃぁ、あなたがたは標準よりいやらしい人たちなのね」

さおり「こらこら、やめてよね、いさ子さん、うちら髪の毛だって黒いし」

さき「え？髪を染めてる人もいるの？いやだ、信じられない」

秋子「うーん、それはあたしの時代でもほとんどいないな」

いさ子「（秋子に答えて）あと、一年もすれば、いっぱい出てくるよ」

秋子「え？」

いさ子「いや、こっちの話」

さき「わたし、そういうの、よくわからない。黒い髪の方がきれいなのに」

あずさ「そ、そう…。（さおりに小声で）さおり、今、ばあちゃんの髪の色って…」

さおり「紫」

あずさ「どこで、変わっちまったんだろう…」

　二人を見るさき、さきを見つめる二人。

秋子「（突然）あーっ」

　驚く一同。

あずさ「何よ、あーたん、いきなり」

秋子「今何時？」

いさ子「ん？十時をまわったかな」

秋子「あーあ、結局塾に間に合わなかった」

あずさ「あーたん、塾いってんの？」

秋子「うん、週に三回」

さおり「みんな、いってるの？」

秋子「そうでもないよ。クラスの三分の一くらいかな」

いさ子「わたしはいってなかったねぇ」

秋子「あずちゃんたちはいってないの？」

あずさ「うん、あーた、いや母さんからは行けっていわれてんだけどぉ。」

さおり「（おずおずと手をあげて）わたし、実は九月から行くことになっててぇ」

あずさ「えー？聞いてないよ、裏切り者ぉ」

さおり「だってぇ、ウチのクラスほとんど行ってるしぃ…」

さき「みなさん、塾で何を習っているの？習字？そろばん？」

あずさ「あ、ああ…。（事情を察して）実はね、お勉強なのよ、ばーたん。学習塾のこと」

さき「えー！？学校でお勉強して、塾でまた勉強なの？みんな、ものすごい秀才なのね」

さおり「そうなのよ、ばーたん、うちらしゅ・う・さ・いっ」

いさ子「本気にしないでね。こいつら、おバカもいいとこだから」

さおり「教師のセリフとは思えないんだけど」

さき「どうして、そうまでしてお勉強するの？」

あずさ「え？そりゃ、高校行かなきゃなんないから」

さおり「うん、ほとんどの子が進学しちゃうから」

秋子「それはわたしたちも同じだよ」

いさ子「そう、既に進学率は九十パーセントを超えてたよ」

あずさ「じゃ、いまはそれ以上か」

いさ子「そのとおり。だから、面談早くやりたいの！」

　あずさをグリグリするいさ子。あずさ、うひゃあとか言いながら喜んでいる。

さおり「ねぇ、あーたん、もう、受ける学校決めたの？こいつみたいに（あずさを見て）何もしてないのもいるけど」

あずさ「うるさい」

秋子「あ、わたし？わたし都立志望だから…学校決められないし…」

あずさ「決めらんないって、どういうこと？」

いさ子「今と違って、一つの都立高を受けることができないの。学校群制度っていうんだけど」

さおり「学校群制度？」

いさ子「二つか三つの学校が一組になってて、そこを受けるの。だから、受かってもどこの高校行かされるかは運次第なのよ。しかも、受けていいのは地元の高校だけなの。進路相談なんか、簡単なもんよ。『あ、お前は偏差値でいうとここだな。はい、決まり！』でおし

まい」

さおり「えー？今と全然違うじゃん」

秋子「え？じゃぁ、あずちゃんたちは、好きなところを受けていいの？」

あずさ「（さおりに）そうなの？」

さおり「そうだよ！なんも知らんのね、オタク。（秋子に）そうだよ、好きなところへ願書出せるし、東京のどこ受けてもいいんだよ」

秋子「いいなぁ、自由で。わたしたちって、なんか、将来のことがまんな周りで決まっていくみたいで、面白くないよ」

あずさ「あーたんは、将来何になるつもり？」

秋子「え？うーん、分かんないや」

さおり「まだ、考えてない？」

秋子「いや、考えてないと言うより、あまり考えなくても、高校行って、行ければ大学行って、そこそこの所に勤められれば、とりあえず困ることはない、っていう感じだし…。ときどき、どんな仕事がいいかは考えるけど、じっくり考えている人ってそんなに多くないよ」

いさ子「うんうん、バブルまではみんなそう思ってた」

秋子「なに？バブルって」

いさ子「知らない方がいいと思うよ」

秋子「そうなの？」

いさ子「悪いことは言わないから」

秋子「やだ、何か怖い…」

さき「（突然）みんな、高校行くのか…、うらやましいなぁ」

さき以外「え？」

　あ、という顔になるいさ子。他はきょとんとしている。

さき「(遠くを見て)わたしは就職。うちね、父さんが戦争で目をやられちゃって、今働けないの。母さんは父さんの世話で手一杯だし、働けるの、わたしだけだから…」

いさ子「昭和二十三年か…」

さき「うん」

あずさ「え？昭和二十三年って…（さおりを見る）」

さおり「（どぎまぎして）え？え？」

秋子「戦争が終わってまだ三年か」

あずさ「あ、あーたんすごい」

秋子「え、戦争の事って授業で習わないの？」

あずさ「習った…かもしんないけど」

さおり「う、うちらおバカだから…へへへ」

いさ子「わたしらほどは習ってないかもね」

さおり「（気を取り直して）で、ばーたん、どこに勤めるか、決めたの？」

さき「うん、一応電電公社になりそう」

あずさ「でんでん？」

さき「えー？知らないの？うそみたい」

いさ子「(笑って)そりゃ、知らないわ。もうないから」

さき「えー！？つぶれちゃうの？」

いさ子「あ、違う違う、普通の会社になるの。いかん、いかん。しゃべりすぎた。ＮＴＴドコモっていえばわかるでしょ？二人とも」

あずさ「えー？大企業じゃん」

さおり「中卒で入れちゃうの？」

いさ子「ははは、確かに今じゃ無理だよね。ばーたん、ひょっとして交換手やるの？」

さき「そう。専売公社に勤めてるおじさんが…」

いさ子「あ、専売公社ってＪＴのことね」

さき「(続けて)おじさんが紹介してくれたの。今人手不足でいっぱい集めてるんだって」

いさ子「じゃぁ、もう、ほとんど決まりだね」

さき「うん」

いさ子「昔はね、電話は機械じゃなくて、交換手って言う女の人がつないでいたの。だから、若い女の子が大勢採用されていたんだよ」

秋子「私達の時代にはもうほとんどいなかったよね、交換手」

さおり「（感心したように）知らなかった、ばあちゃん、ＮＴＴに勤めてたんだ」

さき「え？」

さおり「い、いえ、何でもありません」

あずさ「高校行く人、いないの？」

さき「ううん、二割か三割位は進学するかな」

あずさ「やっぱり、ほんとは高校行きたかった？」

さき「うーん、そんなに勉強好きなわけでもないし、よくわからないや」

さおり「何かやりたいことなかったの？」

さき「だって、ついこの前まで、空襲からにげまわっていたんだもの、そんな余裕はないわよ」

秋子「大変だねー。ばーたんからみると、わたし達の不満とか悩みって、きっと何甘いこと言ってるのってなもんなんだろうね」

さき「でも、わたし、一日中勉強なんて考えるだけでぞっとしちゃう。単純に比べてもしょうがないと思う。」

秋子「じゃあ、ばーたんは来年からＯＬだね」

さき「オーエル？」

秋子「会社勤めの女の人のこと」

さき「へー、オーエル？しゃれてるね」

秋子「え？そう？たぶんわたしも将来ＯＬだよ」

さき「おんなじだ」

秋子「うん。おんなじだ。がんばろうね」

さき「うん。がんばろうね」

じっと聞いていたいさ子、腕を組んでうなずきながら、

いさ子「有意義な会話だなー。（梓たち二人と見比べて）はー（ため息）」

あずさ・さおり「なんか今の『はー』すごく傷ついた」

　突如、辺りが真っ暗になる。

あずさ「きゃっ、何」

さおり「やだ、どしたの」

　暗闇の中で声がする。

秋子「……でもね…」

あずさ「あ、あーたん？」

秋子「そこそこの高校行って、何とか短大入れて、お勤め始めて」

さおり「どうしちゃったの？」

秋子「今まで何か満たされない気持ちで生きてきちゃったよ」

　いさ子、はっとして

いさ子「こ、これはひょっとして…」

あずさ「ひょっとして？」

照明全部Ｃ・Ｏ（「なんか今の『はー』すごく傷ついた」終わりから約３秒ほどで。）

※「あ、あーたん？」言い終わりで秋子にサスＦ・Ｉ。

※周りの照明　落し気味でＦ・Ｉ

いさ子「あーたんが現在の彼女とシンクロし始めてるようだね。今のあーたんの、あんたの母ちゃんの記憶が流れ込んでるんだ。まるで、生き霊が取り憑いたように！」

あずさ「（突然）一番、ライト・いきりょう（スイングする振り）」

いさ子「こら、現実から逃げるな！」

あずさ「だって、こわいんだもん！」

秋子「私の生き方、これでいいのかなって、いつも悩んでた。そして、気がつけば職場で旦那と出会って、あずさが生まれて、旦那に死なれて。いろいろあったけど、結局ずーっと自分の生き方に自信が持てなかった。だって…」

あずさ「え？」

秋子「わたし、いつも流れに身を任せるだけで、何一つ、しっかりした自分の意志で決めたことがなかった気がするんだもの。だから、今度こそ自分で何かを始めようと思った」

あずさ「あーたん、それで、お店始めたの？」

秋子「自分で決めた自分の人生を実感してみたかった」

あずさ「自分の人生？」

秋子「そう、自分の人生。あずさに見られてても胸を張っていられるような…」

あずさ「あーたん…（秋子に歩み寄り）」

秋子「ごめんね、あずさ。そのせいで余計に寂しい思いをさせしまったね」

Ｍ５Ｆ・Ｉ（小さめ）

あずさ「あーたん」

秋子「一度、あずさの望む生き方、二人でしっかり話そう。ね」

あずさ「うん。うん」

じーんとしているさおり。

　へえ、という顔で見守っているいさ子。

さき「（ぽつりと）うらやましかった…」

　え？という顔でさきを見遣るいさ子とさおり。

　秋子はぐったりとして、あずさがそれを抱えている。

さおり「ば、ばーたん？」

いさ子「今度はこっちか」

さき「朝、まだ薄暗いうちに起きて、電車に揺られて二時間近く。まだ十五のわたしにはとてもきつかった。まだろくに窓ガラスも入れられていない電車。板が張り付けてあって、うす暗い車内。」

さおり「ばーたん…」

　見守る一同。秋子はあいかわらず。

Ｍ５Ｆ・Ｏ（うんうんで）

※秋子のサス、消え、さきのサスＦ・Ｉ（「ば、ばーたん？」終わりで）

Ｍ６Ｆ・Ｉ(小さめ)

ＳＥ８（電車の音・小さめ）Ｆ・Ｉ

さき「その車内が、ふと明るくなったように感じられた。気がつくと、真新しいセーラー服をきた、女子高生の二人連れ。楽しそうだった…。わたしは、毛布を染め直して、かあさんが仕立ててくれたオーバーを着てた。……弱音は吐かないつもりだったけど、……ほんとにうらやましかった」

さおり「ばーたん…」

さき「最初のお給金もらって、自分のお小遣いができて、最初にしたことは、お化粧だった。あの娘（こ）たちに許されなくて、あたしができること。鏡の前で、一生懸命に。」

　みんな静まりかえっている。

さき「でも、十五歳の小娘にそんなものが似合うはずもなかった。鏡の前で、赤い口紅を引いた自分の顔見て笑ったわ。そして、背伸びは止めた。自分が余計にみじめだったから」

さおり「（たまらずに）ばあちゃん、お化粧うまいじゃん、紫色だって似合ってるし…」

さき「（うなずいて）背伸びは止めたの。無理もしない。今の自分を素直に認めてあげることにしたの。いつかきっと化粧の似合う日が

ＳＥ９Ｆ・Ｏ

来る。今はそんなものいらない。…すこし楽になったかな、それで…。自分で自分の生き方認められなくちゃ、わたしがかわいそうだもの…」

　うしろから抱きついているさおり。

いさ子「（微笑んで）うん、うん、めでたし、めでたし…（突然）じゃない！はやくこの子達を帰さないと！このままじゃ二人とも消えてしまうかも！」

　いさ子の大声ではっと正気を取り戻す秋子とさき。

あずさ「あーたん！大丈夫？」

さおり「ばーたん！」

秋子「わ、わたし」

さき「わたし、どうしたの？」

いさ子「覚えてないの？」

秋子「なに？」

さき「何があったの？」

あずさ「なんでもないよ」

さおり「そう、心配いらないから」（二人とも励ますように）

秋子「…うん、でも、さっきより一つだけ強くなった気持ちがある

Ｍ６Ｆ・Ｏ（抱きついて）

※照明「じゃない！」で全体を明るく。（同時にさきへのサス消える）

の」

さき「わたしも」

さおり「きっと、わたしたちとおんなじだ」

あずさ「うん」

　四人、声をそろえて

あずさ、さおり、秋子、さき「帰らなきゃ！」

　その瞬間、いさ子に何かが取り付く。

　いさ子以外の四人、息を呑んでいさ子を見つめる。いさ子中央へ。

いさ子「私ぃ、通りすがりの小津と言いますが」

秋子「オ、オズの魔法使い？」

いさ子「いいえ、小津です」

さき「安二郎さん？小津安二郎さん？」

いさ子「残念ですが、違います。彼は遠い親戚ですが」

さき「そうですか」

あずさ「誰？安二郎って、誰？」

さおり「オズって何だっけ？」

いさ子「あなたたちが全員、心から強く帰りたいと望んだら、その方法を伝えてくれと頼まれました」

あずさ「え、誰から？オズさん」

※いさ子サス（先ほどの秋子サス）Ｆ・Ｉ。周囲の照明、若干落ちる。（きっかけ・いさ子中央に立って）

いさ子「小津！それは私にもわかりません。ひょっとしたら…」

さおり「ひょっとしたら？」

いさ子「オズさんかもしれませんなぁ。さぁ、皆さん、お耳を拝借」

　一同、いさ子に顔を寄せる。いさ子、何かを伝え始める。

さき「えー、私のときはまだきれいなんだけど」

秋子「私の時にはもうそうだったかな」

あずさ「とにかく、それで」

さおり「帰れるんだ。ありがと、オズさん」

いさ子「小津！お嬢さんたち、あとはよろしく。ごきげんよう」

　正気に返るいさ子。

いさ子「は、わたし、何を」

あずさ「帰る方法を教えてくれたの。小津さんになって」

いさ子「オズ？」

あずさ、さおり、秋子、さき「小津！」

　どぎまぎするいさ子。

あずさ「じゃ、帰ろう」

さおり「うん」

※いさ子サス　Ｆ・Ｏ。周辺の照明元の明るさに。（いさ子「ごきげんよう」終わりで）

秋子「お別れだね」

さき「やだ、かなしくなっちゃう」

あずさ「元気でね、あーたん」

さおり「ばーたん」

秋子「あずちゃん」

あずさ「ん？」

秋子「あーたんって気に入っちゃった。これから、みんなにそう呼んでもらうね」

いさ子「あ、なんか、思い出した。確かに『あーたん』て呼ばされて…（言い終わる前にハッと口を押さえてモグモグと）」

あずさ「じゃ、あたしが名付け親だったわけ？」

さおり「ははは、最高じゃん」

さき「あのー、わたしは、ばーたんはかんべんして」

　大笑いの一同。さおりが「すみませーん」などと言っている。

あずさ「（真顔になって）じゃあ」

さおり、秋子、さき「（同じく）うん」

いさ子「え？、え？」

あずさ「いさ子さん、あたしにしっかりつかまっててね」

いさ子「え？あ、はい！（あずさにすがりつく）」

あずさ「いくよ！」

　あずさたち四人、靴のかかとを３回鳴らして、

あずさ、さおり、秋子、さき「ボロいながらも楽しいガッコウ！」

　閃光が明滅し、暗転。（中央の椅子・机はけて、開幕時の配置へ）

　明るくなると、舞台上手に背中を合わせるように腰を下ろしているあずさ、さおり、いさ子。

あずさ「（気が付いて）あ」

さおり「（同じく）は」

いさ子「（同じく）おう！」

　辺りを見回す三人。いさ子、時計を見て、

いさ子「え？時間が…」

あずさ「え？」

いさ子「時間がほとんど経っていない」

さおり「夢見てたの？」

いさ子「みんなで同じ夢をかい？わたしは、なんだか信じたいよ」

あずさ「あたしも」

※全照明Ｃ・Ｏ（呪文終わりで）　明滅する閃光。暗転。

ＳＥ１０「ワープ」音・暗転まで。

Ｍ７「虹の彼方に」Ｆ・Ｉ

　　　しばらく聞こえてやがてＦ・Ｏ

※全体をあかるく　Ｆ・Ｉ。（きっかけ・Ｍ６　Ｆ・Ｏで）

さおり「そだね。そうだよね」

あずさ「いさ子さ、いさ子せんせ」

いさ子「ん？」

あずさ「今度、絶対あーたん連れてくるからさ。面談よろしくね」

いさ子「（優しく）ああ、待ってるよ」

さおり「さ、帰ろ！明日はばあちゃんと…」

あずさ・さおり「巣鴨でデート！」

さおり「いろんなこと話したいな」

あずさ「じゃぁ、おやすみなさい」

さおり「おやすみなさい」

いさ子「ああ、おやすみ」

　元気に階段を駆け下りていく二人。

　階段に駆け寄ると三階を見上げるいさ子。

いさ子「降りてこないな、よし。じゃ、わたしも帰り支度だ」

　階段を上っていくいさ子。溶暗。

　だれもいなくなった二階。

ふと、響く笑い声。

教室の中に制服の少女が現れ、すぐ消える。

Ｍ８セリフきっかけでＦ・Ｉ
Ｍ８いさ子が消えてＦ・Ｏ

※階段付近のサス以外の照明Ｃ・Ｏ（きっかけ・いさ子退場で）

ＳＥ１１暗くなるとすぐ

※少女サス（青い）Ｃ・Ｉ。すぐにＣ・Ｏ

　階段から「ん？」という顔のいさ子、中程で不審そうにきょろきょろと辺りを見回している。

明るい音楽。

─────幕　　　　　　　　

Ｍ９　Ｃ・Ｉ

· 幕降りるまで階段のサス消えない。

Ｍ９　幕降りてＦ・Ｏ
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